
総合防災計画

１ 私たちをとりまく危機

事故 感染症

生徒

不審者 火災
地震

２ それぞれの対応

事件・事故発生

事 故 不審者 地 震 火 災 感染症

症状の確認 叫ぶ 落下物を避ける 火元確認 症状の確認
(意識･心拍･呼吸･出血 (ホイッスル ) ↓ ↓
など)

↓ ↓ 揺れが治まるのを 火災報知器 病院へ
応急手当 逃げる 待つ (法定伝染病の場合医師の許

(止血･心肺蘇生など) 初 可が出るまで出席停止)

期
ホイッスル･ハンドマイク 消
インターホン

(職員室に向かって) 火
(内線14)教頭先生 避 難

火災報知器 ↓
集 合

(グランド中央)

↓
安全確認 (点呼)

職員急行

連 絡
学 校 学校内
外 職員室 (内線１４)

近くの人・｢子供110番の家｣ 近くの先生・生徒
学校 (0791)58-0981・自宅

警察(110)・救急車(119)
県警ﾎｯﾄﾗｲﾝ(職員室)・教育委員会

※ その場に職員がいる場合はその指示に従う。
※ 校内では見かけない人にも大きな声で挨拶する。
※ 挙動が不審な者がいる場合，必ず職員に連絡する。（ｲﾝﾀｰﾎﾝなど）
※ 普段から避難経路を２つ以上確認しておく。
※ １Fローカ下足場付近にホイッスルを設置しておく。
※ できるだけ複数で登下校する。
※ 完全下校時刻を守り，寄り道をしない。
※ 遅れる場合は必ず連絡（登校時:家→学校，下校時:学校→家）をする。
※ 校内放送「フッキング」を押してダイヤル「９９０」放送ＯＮ、

受話器スイッチで放送ＯＦＦ
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ホイッスルおよびハンドマイク・消火器・消火栓の設置場所
（１階）

○ 和室○ 事 技 ○ 機

図書室 便 所
用務員室 昇 降 口 務 校長室 教育 準 技 術 室 械

テ （女子更衣室） 室 相談室 室●

倉 電 倉
ラ ● 階段 ○▲ ● ●○ ● ▲ 階段 ●

庫
気 庫
室●

ス ○ 3rd 2rd 1nd 特別支援 特別支援 通級教室 放 更
Lunch Room Grade Grade Grade 保健室 送 職員室 衣

○ ○ ○ ○ ○ ○ 室 室

▲ ● ● ▲ ● 校 舎●
プ

△

Ｉ 卓 球 場 ●

体育館 グラウンド
ル

●
● ▲ ● ▲

テニスコート

△

（２階）

○ 音 家 ○ 視 ○
音 楽 室 便 所 倉庫 家 庭 科 室 視 聴 覚 室 コンピュータ室

準 準 ○ 準 テ

● 階段 ▲ ● ▲ ● ▲ 階段 ● ラ

美 理 理 ス
Counseling 美 術 室 Social Study 多 目 的 室 （生徒会） 第１理科室 準 準 第２理科室

Room 準 ○ ○ ○ ○ １ ２ ○
○

▲ 《記 号》
●△ ●

● ● 消火器設置場所

体 育 館 ▲ 消火栓設置場所
（アリーナ）

△ ハンドマイク
●

○ ホイッスル
●▲ ●

３ 訓練計画

事 故 不 審 者 地 震 火 災 感染症

常時 交通安全指導 校内・校区内巡視 安全点検 予防接種

通学路・危険な場所などの確認 避難(消火)訓練特全① 緊急連絡網の確認
４

(｢子供110番の家｣など) 総一⑤
５
６ 心肺蘇生法講習特全②
７
８
９
10
11 健康管理指導保全③
12
１ 避難(救護)訓練特全②

２ 防犯講習特全①

３ 防 災 計 画 の 反 省 お よ び 見 直 し

４ 職員心得
※ 校舎内・校区内の定期巡回（校舎内の定期巡視…空き時間による日番が行う）
※ 県警ホットラインによる通報訓練の実施
※ 職員は極力，生徒だけにならないように心掛ける。
※ 毎月１日を安全の日とする（機器の点検，通学路・ﾍﾙﾒｯﾄ・ﾎｲｯｽﾙ着用の確認など）
※ それぞれの対応の詳細は別紙参照


